2015年5月2日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第14章1～10節
前回はパタンジャリの「ヨーガ・スートラ」の第2段階であるニヤマ(～しなさい)のうち、最初の教えであるシャウチャ(Saucha：清潔)について説明しました。

もともとバガヴァッド・ギーター第4章のヤッギャーについて説明していましたが、そのヤッギャーのひとつとしてのヨーガ・ヤッギャーに関連して、ここ何回かは「ヨーガ・スートラ」の話をしています。
シャウチャについては、外面の美しさより内面の美しさが重要だという話をしました。
外面の美しさは一時的で歳と共に衰えますが、内面の美しさは永遠です。
内面の美しさの一番の例がシュリ・クリシュナで、すべての信者の心と霊を引き付けましたが、その内面の美しさのシンボルがフルートです。

もちろんシュリ・クリシュナも外面の美しさを持ち合わせていましたが、外面の美しさと内面の美しさのバランスが重要なのです。

皆さんの中で前回の講話のノートをその後読み返した方は、どれぐらいいますか?
もっと多くの皆さんが、自分が取ったメモを後でチェックしたほうがいいと思います。
さて、今日はニヤマの次の教えであるサントーシャ(Santosa)について話します。 

サントーシャはとても霊的な状態で、日本語では満足(英語でContentment)のことです。

霊的な人だけではなく、普通の人にとっても満足するかどうかは重要なことです。
満足と幸福には密接な関係があります。

私からの質問ですが、世界一の金持ちは誰でしょうか?　ビル・ゲイツですか?

ギネスブックには誰の名前が載っていますか?

世間の通常の尺度とは別に、誰が金持ちで誰が貧乏なのかを決めるひとつの価値観があります。

何の欲望もない人が一番の金持ちで、たとえどれほどたくさんお金を持っていてもそれに満足していない人が一番貧乏である
これがその判断基準です。
自分は充分でもう足りていると思える人が、豊かな人なのです。

これはなにも、衣食住を全く求めるなということではないですし、ここにいるほとんどの皆さんはその点では足りていると思いますが、足りているということを口で言うだけではなく、心から思っていることが重要なのです。

我々はよく「もうこれ以上ものは要らない」などと言いますが、潜在意識ではまだ欲しがっているかもしれません。

他人が持っているものを自分も欲しいという考えが1秒でも起こったなら、それはもう満足している状態とは言えません。

隣人が所有しているハイブリッド・カーを自分も欲しいと一瞬でも思ったら、その人は先ほどの価値観で言うと貧乏だということになります。その考えのない人が本当の金持ちです。

その意味では、もしかすると人間はお金があればあるほど、益々貧乏になるのかもしれません。

欲望がある間は貧乏でそれがなくなると本当の金持ちになる

というのがサントーシャの教えです。
今の状態に満足していないことのしるしとして、不平、不満、愚痴を言うことが挙げられます。

我々は主に衣食住などに関して不満を持ちますが、それは何を・どれだけ・どのようなというように、もの・量・質についての不満です。
欲望の数は数えられないということを、聖典では[草]をその数えられないもののたとえとして使って説明しています。
マハトマ・ガンジーの有名な言葉があります。

地球は全人類の必要を満たすことはできるが、たったひとりの欲望を満たすこともできない
とても有名で数多く引用されている言葉です。

近代世界は消費主義(Consumerism)の世界だと言えます。

昔の世界はこれほどまでではありませんでした。

今はお金もものも溢れており、お金はあってもものがない、或いは逆にものはあってもお金がない、という社会ではありません。
第2次世界大戦前の世界はこのような経済状態ではありませんでした。

現代インドも消費主義の例外ではなく、マクドナルドもケンタッキー・フライドチキンもあります。

企業も巧妙に人間の性質を利用してその弱みに付け込み、次から次へと商品を購入させます。
「このシャンプーを使えばあなたの髪はシルクのように艶やかになる」

「このジーンズをはくとあなたはもっとスマートに見える」

というような宣伝文句で、お金も欲望もある消費者の購買欲を刺激します。

昔のあまりもののない時代、人々はわずかなもので満足していました。

反対に何でも手に入るようになった現代人は、どれだけ所有しても満足できないようになってしまいました。

現代社会はサントーシャから遥かにかけ離れた状態になっています。

前々回、アパリグラハ(不貪)について説明しました。

ものをたくさん所有することの問題点として、維持の困難さ、失うことの恐怖、失った時の苦しみ、所有することが最終的には重荷になる、などについて話しました。
ここで皆さんに基本的な質問をします。このサントーシャを妨げる
もっと欲しい！　もっと欲しい！
という思いは、
(1)どこから生まれてくるのか　?

(2)止められるのか　?

(3)止める必要があるのか　?

最初の質問に対して皆さんはすぐ、「欲望の源は心だ」と答えるでしょうし、もちろんその通りなのですが、私が求めているのはそんな単純なものではなく、もっと深いレベルの答えです。
欲望の本当の源はどこにあるのでしょうか?　皆さんの考えはどうですか?

この３つの疑問に答えるために、まず今問題としている飽くことを知らない欲望も含めた人間の5つの基本的欲求について考えてみます。
1 死にたくない(存在し続けたい)
2 知りたい

3 楽しみたい

4 愛したい－愛されたい
5 際限なく求める(もっと欲しい！もっと欲しい！)
病気、人間関係、経済的問題などが理由で死んでしまいたいと考える人もいるでしょうが、それは例外的で、ほとんどの普通の人は生き続けたいと思います。

知りたいという欲求は子供の頃から死ぬまで続き、人は新聞、雑誌、本、インターネット、テレビなどで情報を得ようとします。
何を知りたいかは人それぞれですが、この知りたいという欲求に関しては、とてもタマス的な人を除いて例外はありません。

今私がこの机を叩くと、皆さんはハッとしてその音の出どころを知ろうとします。

外を歩いていて何処からか歌声が聞こえてくると、何の歌で誰が歌っているのか知りたがります。

楽しみたいについてもサディストなどを除いて例外はなく、その彼らもとてもネガティヴな形ではあってもそのことを楽しんでいます。
楽しむといってもいろいろな形があり、ミツバチは花の蜜に引き寄せられ、ハエは汚物に群がります。
愛し愛されたいについても、殺人を犯したような犯罪者ですら自分の子供のことをとても愛しています。
以上の4つに、今日のテーマのサントーシャに関連して先ほどから問題にしているとどまることのない欲望(もっと欲しい！もっと欲しい！)、を加えた5つが人間の基本的欲求であるということについて、異論のある方はいないと思います。

実はこれら５つの基本的欲求は我々の本性に起因しているのです
これはとても面白いコンセプトですが、基本的欲求と我々の本性はどのように関係しているのでしょうか。

これから説明しますが、皆さんはすぐに理解できると思います。

我々の本性とは、サッチダーナンダです。

サット     ：永遠の存在

チット     ：永遠の知識

アーナンダ ：永遠の至福

この我々の本性と5つの基本的欲求がどう結び付くのか、考えてみてください。
我々は永遠の存在(サット)なので死にたくないのです
我々の間違いは肉体のレベルで永遠になろうとすることであり、それは不可能ですがアートマンとして永遠なのです。

不死を望むのは間違いではないのですが、方法が間違っているのです。

我々は永遠の知識(チット)なので知りたがるのであり、それを止めることはできません。
知りたいという欲求を、正しいレベルで満足させてください。
至高の知識とはアートマンの知識であり、それに比べてその他の全ての知識は取るに足らないものです。
自分の本性を理解せずに、間違った方向で知りたいという欲求を満足させようとするので、それが叶わないのです。

我々は永遠の至福(アーナンダ)なので楽しみたいのであり、楽しむことは決して悪いことではありませんし、楽しむべきなのです。
喜びを外に求めるという間違った方法のために、この欲求が満たされないのです。

至福は外ではなく、内なるアートマンから生まれます。

このことを知らないと散々外側の楽しみを満喫しても、最後には虚しさが残ります。

お金、友人、身内、映画、音楽、旅行などをいくら楽しんでも、アートマンの喜びを知らなければ、楽しみたいという欲求を本当に満足させられません。
アートマンは遍在なので、すべての人の中にも我々と同じアートマンがあります。

同じ魂なので自然に我々は他者を引き付け、また我々も引き付けられるのです。

肉体と心のレベルで愛し愛されたいと思うのが間違いです。

一時的で衰えていく肉体や心のレベルではなく、霊的なレベルで愛し愛されてください。
そうしないと愛は変化し、衰え、失われていきます。

悟った人の愛はなくなりません。なぜならその源はその人の魂だからです。

悟った人は他人の肉体や心を見ずに、霊を見ています。
前回も、

普通の人は肉体を見、賢い人は心を見、聖者は魂を見る
と話しました。

愛し愛されたいという欲求は止めることはできませんし、その必要もありません。
正しい方向でそれを満たしてください。

最後に、我々の本性は無限なので際限なく欲しがるのです。

有限なもの、少ないものでは満足できません。今日のテーマであるサントーシャの妨げとなる飽くことを知らない欲望の源は、我々の本性にあるのです。
ウパニシャッドに次の美しい言葉があります。

　　少しのものからは幸せは得られない。無限のみが幸せを与えられる
アートマン(ブラフマン)のみが無限であり、それを悟らない限り人はどこまでも求め続けます。
さてここまで、人間の5つの基本的欲求の源が我々の本性だ、ということを説明してきました。
そしてこれは同時に、先ほどのサントーシャを妨げる我々の強い欲望についての3つの質問の答えにもなっています。
(1)どこから生まれてくるのか ?　⇒　我々の本性から
(2)止められるのか ?　　　　　　⇒　止められない
(3)止める必要があるのか ?　　　⇒　止める必要はない

欲望は止める必要はありませんが、正しい道でそれを満足させるという点にだけ気をつけてください。
美しくシンプルなだけでなく、とても深いアイデアです。
皆さんはすぐ「欲望は良くない」と言いますが、ただむやみにそれを抑圧すればいいというわけではなく、そうするとかえって鬱になってしまうなどの心の問題が起こります。
欲望について3つの対処法がありますが、
・強引に抑圧すると病気になったりします。

・欲望を全て満足させようとすると、社会がうまく機能しなくなります。
・一番理想的なのは超越することです。

サントーシャの実践ためには、

あってもいい　　なくてもいい　　なくなってもいい

という態度が必要です。

二人の友人の物語があります。
ドゥキダム(悲しみを意味するドゥカに由来)という名の金持ちと、スキダム(喜びを意味するスカに由来)という名の貧乏人の二人の人間がいました。

ドゥキダムはたくさんお金を持っていても多くの心配事を抱えており、いっぽうのスキダムにはお金はありませんでしたが幸せでした。二人は友人でしたが、ある時ドゥキダムは慈悲心から貧乏なスキダムにお金を上げました。スキダムは最初は遠慮しましたが、結局は受け取りました。その晩床に就いたスキダムは、貰ったお金のことが心配で何度も目を覚まし、よく眠れないまま朝を迎えました。結局スキダムは貰ったお金をドゥキダムに返しました。お金で生活は楽になっても、スキダムは心の平安を失うことを嫌ったのです。
シュリ・ラーマクリシュナの死後、直弟子たちはバラナゴールという場所に古い建物を借りて、最初の僧院を開きました。
食事も衣服も不足する大変貧しい状態でしたが、直弟子たちはいつも至福の状態にあり、近所に住む人たちは、彼らが貧しいのに皆なぜ幸せでいられるのか、と不思議がりました。
もしかするとその古い建物のどこかでお金を発見したのではないか、と噂しました。
直弟子たちの幸せは彼らの内側から来ていたのです。
普通の人は、満足というのはお金をたくさん持っていたり衣食住が満たされていたりすることで得られる、と考えるのです。もうひとつ例を挙げます。

ギリシャの船舶王で故ケネディ大統領未亡人のジャクリーン・ケネディと結婚した大富豪オナシスには、前夫人との間に4人の娘がいました。

4人の娘にはガバネス(Governess:養育係を兼ねた女性家庭教師)が付けられていましたが、彼女はオナシスの娘たちを育て終えて退職し、パリに戻っていました。
もう70歳近くになっていたキラニーという名のその女性は、ある時何気なく手に取った新聞で、グレッツ(Gretz)にあるラーマクリシュナ・ヴェーダーンタセンターでその週末に講話のプログラムがある、という記事を目にしました。
ヴェーダーンタやシュリ・ラーマクリシュナについて何の予備知識もないままセンターを訪れたキラニーは、広々としたセンターの環境(スワミ：「私も訪問したことがあります」)も気に入り、講話を聴いた後もしかすると面白いかもしれないという単純な考えで、センターに置かれていた[ラーマクリシュナの福音]を購入しました。
帰宅してそれを読んだキラニーは、「素晴らしい!　私は今までの人生でこのような話を全く知らずにきた。これまでずいぶん時間を無駄にしてきたものだ!」と考え、その後は頻繁にアシュラムに通うようになり、そこでは大いなる心の喜びを得ることができました。ある時彼女の以前の雇い主であったオナシス前夫人が、英国から電話をかけてきました。キラニーの近況について尋ねたオナシス前夫人は、彼女が元気でいると言ったことに驚きました。オナシス前夫人はキラニーがアシュラムに通っているという情報を事前に得ていて、何かトラブルを抱えているのではないかと心配して電話してきたのです。オナシス前夫人にとってアシュラムとは困った人が訪れる場所であり、キラニーがそこに通っていながら元気なのは理解に苦しむことでした。アシュラムには通常の娯楽のための設備はありませんでしたが、そこにいる人達は自分の内側に喜びを見出していたのです。
今朝協会に6～7人の信者が来て庭を掃除していました。
私は自室でバガヴァッド・ギーターに関して調べ物をしながら窓越しに彼らを見ていましたが、皆笑い合いながら楽しそうに仕事をしていました。
アシュラムの雰囲気としてとてもいいと思いましたが、それは内側の喜びの表れでした。

満足した状態からは本当の喜び、幸せが生まれますが、それは外ではなく中の喜び、幸せです。
外のものはもうこれ以上要らない　もっと中のものが欲しい
というのが理想の状態です。

外側に求めるのではなく、自分の内側に神に対する愛、真理の知識を求めることが本当の満足の状態(サントーシャ)を可能にします。
先ほど説明した正しい態度、「あってもいい　なくてもいい　なくなってもいい」は、自分の内面が充実して初めて可能です。

サントーシャの実践を５つの段階に分けて説明します。

(1)識別：世俗的なものについて満足を得ようとしても問題が起こることを理解する

(2)記憶：ものを貰ったり買ったりした時に、その瞬間の喜びを心に強く焼き付けておく
(3)想像：今あるもので充分だと考え、現在所有していなくてもかつてそれを得た時の(2)の一時的な喜びを思い出し、それが今も残っていると想像する
(4)あってもいい　　なくてもいい　　なくなってもいい

(5)自分の内側のものについてより深く考える
(4)の「あってもいい　　なくてもいい　　なくなってもいい」は実践の最初の段階では強引に自分に言い聞かせるという形になるかもしれませんが、(5)の「中のものについてより深く考える」実践が進むと、(4)も無理なく自然にできるようになります。

ここまでニヤマの中の2番目の教え、サントーシャについて説明してきました。
次にニヤマの3番目の教えであるタパスについて説明します。

タパス(Tapas)とは、訓練、苦行、厳しい霊的実践すべてを合わせたものを言います。

タパスの実践として気候の寒暖、空腹、喉の渇き、病気の苦痛などを我慢することがあります。

これが出来ないと、ちょっとしたことで瞑想をやめてしまう可能性があります。
何のために我慢の訓練をするかといえば、たとえ肉体的に楽な状態でなかったとしても、それに影響されずに霊的実践を続けるためです。
沈黙、断食もタパスに含まれますが、あくまでも霊的実践を続けるためのタパスであり、沈黙、断食それ自体が目的となっては本末転倒です。
断食した後に御馳走をたくさん食べることを楽しみにして食事を我慢するのでは、あまり意味がありません。

このようなことはインドでもよくあり、断食しながらいっぱい食事を作って、断食が終わったらすぐ食べられるように準備します。

断食しながら、神のことを想いその名を唱えてください、祈ってください、瞑想してください、聖典の勉強をしてください。

断食を意味するサンスクリットのウパヴァーサ(Upavasa)のウパはウパニシャッドのウパと同じく、「近くに」という意味です。
誰の近くにかと言えば神の近くであり、ヴァーサの「住む」という意味と合わせて、何も食べずに神のことを想うのが本来の断食です。
沈黙を表すマウナ(Mauna)は、マナナ(Manana：考える)という言葉がもとになっています。
ですからマウナの深い意味は、「沈黙して神のことを考える」ことです。
この深い意味を考えずに、皆さんは沈黙しながらこれからのスケジュールについて考えています。食事や仕事や身内のことは考えても神のことは考えないのは、形だけのマウナです。

マウナには2つの種類があります。

アカーラ・マウナ(Akara Mauna)

カシュタ・マウナ(Kastha Mauna)
アカーラ・マウナとは沈黙を誓って声は一切出さなくても、身振り手振りで自分の意志を他者に伝えるマウナのことです。

これに対してカシュタ・マウナは声を出さないのはもちろんですが、深く瞑想していて自分の意志を外部に対して一切表現しないマウナのことです。カシュタとは木材を意味します。
ラーマクリシュナの福音の中に面白い例があります。
数珠を繰りながら神の名を念じる時は、それを無言で行います。ある老婦人はこのマウナの行をしていましたが、そこに魚屋が御用聞きにやってきました。魚屋は他の家にも商売に行かなくてはならないので、彼女の行が終わるまで待っていられません。老婦人は声は出しませんでしたが指をさして示し、あらゆる身振りを使って、自分の欲しい魚を注文しました。

これがアカーラ・マウナの例であり、沈黙を誓ってもこれではタパスとは言えません。

タパスは形だけではなく、その意味を考えて行わなければいけません。
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